
 



 

 



 





わたしたちのグ
ループは、いな
ちゃんをペット
にしました。 

なんと、ゲンゴロウ
を発見し、ペットに
したグループもあり

ました。 





やっくんといっしょに SDGｓボードゲームをしま
した。レアメタルがなくなると携帯がつくれない！木
は、増やせるけど、レアメタルは増えないなぁ。とい
う話をしている児童がいました。 

 ラッキーなことに、移動博物館がやってきて、ヘビ
をさわることもできました！！ドキドキしてました。 

 屋久島山荘から、ゲストにやぎさんをお
呼びして、質問をたくさんしました。 



道徳の授業でも「命」について学習しました。生き
物は、仲良くしなくちゃいけないし、同じ気持ちだ
し、あたたかい心をもっているんだよね！ 

なんと、ゴキブリを見せてもらいまし
た。いつもだったら「キャーッ」って叫ん
じゃうところだけど、今日は、触りたい気
持ちになりました。羽あり（８時虫）も今
日は、木を分解してるすごいヒーローでし
た。本物をよく見たり、さわったりするこ
とができました。（環境省の加藤先生） 





 



小学１年 

生活科「

」

○主に養いたい ESD の資質・能力 

 

生活科「いきものとなかよし」 

 実際に身近な虫を触ったり、見たりすること
で、虫への興味関心を高め、さらに、専門家（環
境省の方）の話を本物の虫を使って説明しても
らうことで、虫の役割や自然の循環に気づき、
「虫も自然の大切な一部である」と実感させ、
自然や命を大切にする態度を育てる。 

道徳「さるのおかあさん・サヤカ」（公文書院） 

 母ざるサヤカが子どもを思って行動する姿を

通して、家族を思いやる心情を育てたい。。サヤ

カが危険を察して子ざるを守ろうとしたり、寄り

添ったりする行動から、親が子を大切にする気持

ちを感じ取る。子ども自身も、自分が家族にどの

ように支えられているかを振り返り、感謝の気持

ちや相手を思いやる心を深めることをねらいと

する。虫も同じ生き物であることも理解させる。 

国語「知らせたいな、見せたいな」 

 虫の役割や自然とのつながりを学びながら、国語科「見せ

たいな、知らせたいな」で育てる“詳しく説明する力”を合わ

せて伸ばしたい。子どもたちは、見つけた虫の特徴や働きを、

順序よく、比べたり例を挙げたりして伝える表現方法を学ぶ

ことになっている。生活科での気付きと国語の学習を関連付

けることで、調べたことを分かりやすく説明する力を育て、

学びをより深めていくことをねらいとしてする。 

こんなに自然あふれ
るところで生きてい
るなんて幸せなこと
なんだなあ。 

虫のことをもっと
知ってみたいな。
虫は、何を食べて
いるんだろう？ 
どんな場所にたく

虫も動物も人間もみんなにや
さしくできる人になろうね。
みんなで協力して自然を守ろ
う！私たちの遊び場、安房を
守ろう！！ 

道徳「うちのねこ」（公文書院） 

 教材「うちのねこ」では、命ある存在への思い

やりを考えるとともに、ねこのしぐさから気持ち

を読み取る大切さに気付かせる。ねこがドアの前

で立ち止まる姿から「通りたいのかな」と気持ち

を想像し、ドアを開けてあげるなど、相手の立場

に立った行動につなげる。身近な存在との関わり

を通して、自分の言動を振り返り、やさしさや思

いやりの心を育てることをねらいとする。 

やぎについて体の大きさ
から説明して、次は、毛
の色について説明したら
どうかな? 

言葉になってなくて
も、気持ちがわかるこ
とがあるんだね。 

現在の学年終了時に目指す姿 

 自分たちの住む地域に誇りと愛着をもち、一人一人が町づくりの主体であることに気付くとともに、
多様な人たちと協働してよりよい社会のための行動を自ら起こすことができる。 
 


